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Sadajiro YAMAGUCHI: STUDIES ON THE CHARACTERS OF THE HYBRID, Philosamia 

cynthia ricini BOISD. ♀ × Philosamia cynthia pryeri BUTLER ♂. (II) SPECIAL REFERENCE 

TO THE INHERITANCE AND CONSTITUTION OF BODY COLOUR.

薄鰍ヒ畷×樗蚕の性状に・いて，先㈹には，そ・・イ囲1齢藤11艦力についての粥葛輔嬬した

が，璽に今幽、雌壼種の瞳の潰働勺翻沁行い，卿縞槻1狼観阻’たので齢1繊し・更に樗

蚕や一ゆ抱曝側く・色の幼虫の鱗伽膿隈1して1肝の荊1・1珈えゾこので・之に【蜘で灘する・

刺賄を律）に細イ1欄」、に怨購撚；・と撫臆腺・…た｛蝦琳太鱒脚・及削俊鮒1脚こ対し潔

甚なる感謝を捧げるとヲ【～に，輿験飼育に多大の助プ」を賜わつた市lil智∫・・中曾根【1舶㍉篠瞭貞雄’・中

村文雄の賭氏に刻’し潔く謝意捻炎するo

　　　　　　　　　　　　　　　　供　　　試　　　材　　　料

ヒ畷1始北大単小痴！予卿趾か嚥り～）け規ので白f絶・猟’臨無斑点の”・ぜ～醐痂

卿漁‘梶・1翻Bo＄DUVAL（略P．　C・R・）燃・ゐ。

櫃は糊が鋼市上［舩1納の1鱗に棲息していゾ舗の刎糠し姻、餌｝・伽諜縦L・一細蓄1㍉

鵬点姻、つP脚…，・1細顧吻・・〃eri　B・rrLI，i・．（略P・C・1’・）で・鱗7肚佃こ朋化薩卵謂

化して棚鋤揃後セこ鶴t靖，4Uiifi　L，螺明で泌橘了う4・ので樋。

此両鰍近縁の囎で泌呂・われて・臨・畷P・C・R・eり×椴P・αP・（s；）e“X比蜘熔

易絞繍隙るが，F，畷の飼龍，測・獅巳郵剛1織ρノ・・その隊雑酢ることは・交
勘、ら賄咽難で，生殖ブ酬，鵬極めて困難・－ts・il：・つたので・之は止漁G父職た・佃聯に用

いた材総誠一組のP．C．R．・P．C．P．より伽た，F汲その徹の・もので凝・・締獅：随年乃

蓋194孔年迄の闇に行つたものであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　実験観　寡　結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．爾原種の体色

P．C．R．の体邑は1瀬は黒鳩色，以後は白色である。一艇破　1糊互欝の白粉で脚・れてし・るが

之を拭い虫れば，白乃至灘絶セ硯える。P．・c．・P・のイ絶は闘1糊灘灘焔で焔力螺糊に於て

は麟鰯が灘絶で，天贋や，麟・繍劇吻・ρの幼劇櫓瀕μユし恰構の勲・女i】舗絶で

あるウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2F1の体色　　・
　P．C．良．（？）×P．C．P．（3）即F，個休は，その片親のP．C、P．に比し，浮1｛i蚕期は淡く｝1ヒi蕪；り1，特

に5齢期に至つて全個㈹辱略岡程度の葉緑色となるが働・に淡い感がある・別に霞・覧みたP・c・F．？）×

P．C．R．（3，）の揚合も同様に葉緑色を呈することが判つた⊃即

　　　　　　　　　　　ヒマi蛋（白色）×樗蚕（葉緑色）→Fi（葉緑色）
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の関係があり樗蜜の緑色は白色に対して優性であることが知られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　恥に於け番体色

　F↓に輩緑色を示すが，恥の休色をみると1～3勲強は全部白色（矛i誉淡黄）であるが，第4齢期に

董つて，白色個休と淡黄色個休のものを分離し（Table　1）璽に第5㈱明特に盛寮に於て，白色，黄

色，轡色及緑色の4種の個休を分離一1隔るo即ち発育に伴つて体色に変化がおぎるo（Table　2）

　丁載囹e｛．　Fsの箪4於の体愈分離　　　　　　　　　’rable　2，　1㌔の第5腰の体色分離

休　　　　色

鰯野1． 秩Eゼp翻1・・it°tal　蛾鮒

　　　　　　　　　　　　　　

鴨111　鋤1；；　漁1
　3　　33　　208124i　　　3

　　　体　　　　　　色
鱒噛・11鯉い懸烈．鯉．
　　　む　　　　　　　　　
　2　　i　　15　　1　　15　　　　　　　　　　　　1〔，

812・　39　・6
11i23　i　28　31

totnl

42

93

93

　　鱒1⊥一？lr．．．．　帆t．．鱒．．。鱒⊥1・．Ll芝⊥．r劉⊥翼＿腔§、一

　　・・…　一　・1　　・・t・・ili・1・1・i

　上表の結果から次の脚が知られた。

　1）　5搬期にほ4種の休色に分離するが，その甑調は

　　　自一一一White　（ヒ・マ蚕と同様の白色）

　　　黄一一Pale　lemon　yellow（うすた憲こいろ）ve

　　　『弩一一・－Pale　niethy11）1ue．（さ℃）ごあさぎ）とLight窟laUCOus　b1Ue（露、カ・力矯つオa－rみ）e）中1｝翁

　　　　　　　の水色＊

　　　緑　一一一・上記の黄色と膏色との申闇色ともみられるYell◎wish　green，

であるっ　（図版参照）

　2）分離した，白，貰，脊及緑の4色は色調の間に多少の濃淡はあるが，中闇色個体は見られず何

れも刺然と区別しうる点に脳1徴がある。

　3）　4齢1切の白蚕が5齢の白謳に，又4麟の着色（費白）蚕が5齢に蚕つて各色に変じて発色する

か否かについては判明しない0

　4）F，）の分離個休の中1こは，樗蚕と同様な色調の葉緑色は一個休も発見することが属来なかつた。

　5）分離した4種の色調の中，緑色及青色は肉然界の昆虫の幼虫皮膚には殆ど見ることの1士1来ない

色調である。

　6）別の観禦に於て此の雑種の繭色は，F2に於て白色乃至赤褐色の数階級に分けられるが体色とは

企く無関係であり，叉休色と雌雄澄とば全く関係が見られなかつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　El，　F3に力全ける体色

　F，）の5齢期に於て生種に分離された体色につき各種の組合せを作りR、に於ける休色分離の1伏態を観

察した。，

a，　同体色間の組合せ

　　　白×白の揚合

　F2の白×自の変配（F：s）からは，次衷によれば，白色のみを盤ずる場合と，白色と黄色の両者を分

離する揚合とがあるから異験の範囲でば白色性には2種あることが推定される。換冒すればFuの由に

＊茸色脅色共に卿田ヨ浩踊日本標鵜色に1肺
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はhomoのものと，黄色因子を含むheteroのものとがあるように聴えられる。　（Table　3．）

　　　　　黄×黄の揚合

　黄×黄の組合せからRの分離を見ると例外ゾよしに黄及び白の個休を分離し，黄のみを甜ずる揚合は

見られなかつた。術E、に分離した黄と，il1愛の組合せに於ても同じことが見られた。即，資色は閣子的に

はhomoとしては存准せず臼を含むheteroであると推定惑れる。　（Table　4。）

　　Tahle　3．　White×Whiteの揚含の分離　　　　　　　　Tablo　ts，　Yellow＞くYellew　o　，’冶の分離

蛾区番副whi・・y・U・w　l・1・・、・ee・

No，1

　2
　3
　　4

　．5

　6
　7
total

　8
　9
　10

　11

total

ratio

6　　　0　　　e　　O

iO　　　O　　　O　　O

97　　　0　　　0　　0
139　　　｛｝　　　0　　0

156　　　　0』　　　0　　0

172　　　0　　　0　　0

191　　　0　　　0　　0

771　　　　　　0　　　　　　0　　　　Ω

tQta1　　蛾区番暑

b　　　No，1

10　　　　　　2

97　　　　　　3

139　　　　　　4

156　　　　　　5

172　　　　　　6

191　　　　　　7

『備｝…－ @　　　　　8
　771
　　　　　　　9

whito　　yelloNv　　bl．　ue　　∫ξreen

　　8　12　°°12°　　1°
1　1ラ　　10　　0　0　：　25　　　　11
　38　　　　　　55　　　　　　　0　　　　　0　　　　　　　　　93　　　　　　　　　　12

÷÷÷÷一器二あ亜運6・2・・
＿＿＿．＿、．t＿，．＿一＿．t．．一＿．t－一＿一＿＿．＿t＿＿、＿、．，一＿一＿、『＿＿＿＿＿　ratio　1　20　0

1・6 @1　　　i　＋．’Ttt．”Tt…

9　　　　1呂　　〔｝　　　0

9　　　43　　〔1　　　0

10　　　25　　0　　　0

工2　　　84　　0　　　0

13　　　22　　0　　　0

15　　　34　　0　　　0

26　　　39　　0　　　0

30　　　60　　0　　　0

38　　　72　　0　　　0

50　　　70　　0　　0
51　　1・t1　　0　　0

57　　　64　　0　　　0

total

27

う2

35

96

35

49

65

90

110

120

192

121

h　992
罰　ゴF　　　　　　耳　　　　di　　1「…1

膏×膏の揚合　　　　　　　　　　　　　　　　丁醐e5，　Illuexl｝lue碗胎・の分1蠣

カ㍉その他の色の鰍姓じない・E・に分｝糺た　蕊了』

膏と青との組合せからも同じことが見られ黄の揚　　　　2

合と同様に青に開してhom　o　と思われる個休ほ　　　　3

逮にえられなかつた。（Table　5）即冑（衷型貞勺）ば　　　　4

麿晴の船せからは常納と青と紛肉　した駆醐wh・t・y・II・・blu・…明t・tal

青と白とのheteroの形で存聡するようである。　　　　5

察際にも膏の個体は鯛育申塊死しやすかつた。　　　＿＿動

7　　　0　　　1　　　Q

I2　　　0　　　30　　　0

36　　　〔｝　　47　　　0

40　　　0　　　39　　　0

43　　　0　　　8？　　　0

52　　　0　　　87　　　0

Ta、1。’@6．。＿。，1，een。揚。嘲、　．禰巨・9．・28r．。

蛾区醐wh・t…11・w　bl・e　g・ee・

No，1　　　7　　10　　7　　10
　　2　　　　　！1　　　　40　　　　38　　　　　19

　　3　　　　　16　　　　22　　　　　7　　　　　12

　　4　　　20　　59　　33　　　20
　　う　　　　　30　　　　1d5　　　　35　　　　　27

一一一一一L－一一一一一t－ @　…一一・…一一一……一一一・．・・　一一一一一・一一ニー一一一一一「「　　　　ratiく）　　　　1　　　0　　　L5　　　 G
total　　　＿P．．一一一．＿L＿F－一＿、一一＿＿＿t＿＿＿＿．　．t．

8

42

83

79

125

139

／

476

35　　　緑×緑嘱含
正08

S7　　　　緑×緑の揚合は左表によれば何2’しも，白，黄，

132　　膏及び緑を分離し，その比華は黄が最も多く薄之
197 @　に次ぎ，白と緑と略同数で穂少い。此の現i象はF1

過生L蚤＿璽㌧肌．遇＿L艶から恥生じ醐餌・梛である・剛ヒの齢
・a・司384　・1　　蝶融のll醐翻王斗されな脚た（Tabエ・6・）
一一tt’pmHT　　　　　　　　　．　ve－　　　一一，一　　　　　　一一v一閣叩’　　pm
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φ

　b．異った体色間の組含せ

F，1に於ける分離個体から鴎その後，何回もの系統分離を繰返したが，冑のみはhomoとして分離

　Tahle　7・鎚色個体闇の組含せよりの分離　　　　　　　されるものがあつたが，轡及黄の110mo

組脅形磯

white×yell（）w

yellOW×white

whitexblue

blue×white

1「．．＿愛＿盤＿』一＿た一擢丁哲一

羅駒・

1

2

3

1

2

3

white　yellow　blue　green

10　　　16　　0　　　0

18　　　13　　0　　　0

27　　　30　　0　　　0

　0　　　3　　0　　　0

　3　　　6　　（，　　0
22　　　　　47　　　　〔〕　　　　　〔〕

1　　8　　　6　　2　　　2

21f5　0　i4・　〔［
1

　　　　　　il
　　　　　　　yeHo、v×blue　　　2

　　　　　　3
　　　　　　1
blue　X　yellcr，v

　　　　　　P）

　　　　　　11

green×yellOW　　2

　　　　　　13

　　　　　　1
green×blue　2・

　　　　　　5

IY　　　7　　9　　　0

17　　　　9　　22　　　引

0　　　7　　9　　18
66　　　71　　71　　1i；8

8　　　　1“）　　1り　　　31

13　　　2　　8　　27

‘｝　　　Lll5　　0　　巧

16　　　2う　　3　　13
20　　　　　23　　　　9　　　　　18

20　　　　　　15　　　　29　　　　35

8　　　2　　14　　　8

19　　　玉7　　30　　36

　　　　個休は燧に褐られなかつた。之は1回の

翻　鮪躯数櫛～職f軽必かつノ、た
　26　　めでもあろうが，1罰酊金般的に艶死歩合

　31　　が多く，殊に膏の個休は採夜霞に困難な感

　57、．　じたこともあり，之等が或はその厭因で

　ロ；　泌かも鯨ない・従つ爆1色媚イ欄
　6g　　の組含せほh（｝t（、ro同志の細合vl・1：とオに

　　　　　り，分離も単純で｝1焼こいようである。
　18
：tリ　　厳酬η圭P破及ひご艶硝の1齢は何

　3iJ一　れも肉及黄な分離し甲ぐホの，他の休色紺

｝門U…　爽わさない・所が四×青・糞×白の揚含

34　ぼr唄い』白と脊のイ也に鎧な分離し一r・・iVGり

272　　又3紐合中の：L組から口：緑の1剛イミも出て

う2　　いるが，此の黄色性は白r｝・1に禽禰1てい

45　　たものと湾えられる，烈’IX轡照岬∫×

64　　黄からは金ての色の個14くな生ずるが緑

62　　が常に多く瀞が之に次ざ，自Z之黄は順次
70　少ない。緑×黄の揚創」：，蛮が多く緑，

99　　　白，轡の願に少ないo緑×轡の揚合は緑及
32　　　び脊多く白，黄が少ないo　〈・yal）lc　7．）

102

Q
　　　　　　　　　　　　　　　　5Back　crOSSに方全ける体色

　Back　crossにはF，，×P．　C．　R．及P．　C．　R．×F，を伶り，その休色分離を調顯…したo

　　Table　8．　a・　Iti1×P・G61も゜の揚雷’の分庭｝錐　　　　　　　　　　　　　b’　P’（：！’R’XF竃の委易「禽事v：分慰甦

F賦』一＝・＝二：．1犀皿一・一’昌」一’t：一・一・－」一諦嶋噛「1訟一ス嵐：ニ…識…一冨繍一…『翫藁一鯉・・義劇論・一：t・“詞一　　　r－y＝’二＝二L＝＝ξ瓢コ嵩．離諜嵩㍊篇簿＿罰、課罵＝嵩雛二；．濡＝二；瓢罵ニニ認＝＝＝；7．儒　 ：一．一一乱二轟

齢蛾区番曇

　｝1
第　　2

4　　　3

・・ h鱒

｝・h・t…　恥wi・…1　剛蛾・粥1・hit・
70　1　1・｝1

88　i　II5
46　　　　　137

204　　　　393

211

2｛ナ3　　　辮

183　　　　4

う9ア　　　齢

．，＿＿璽勲＿＿［．1－1．乳＿，i＿一．＿＿ニ　ー

第 1

2

3

　il　；　　12
　12　i　　35
t。t〔d　　l　　　　47　　　　i

・・ti・－　1

yell（》w　　t（】tal

5

齢

　　21　　」　　33

1　ii5　、　！50

136 k1，・3

・・9｝

・h… P…1・W

引121
　29　　62

40147

輿瞳［亜ン…r1。磁ihy61繭1副細漁1
36

51

28

381199　節　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　3i3i8i4
42　　1　15’t　　　　　　　　　l　．r　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　，

18

37179 @t」215il3i弼・・1　Uf｝
t・tal ?E卿・肩耐…齢圃18∴州酬山・

tt@ratio　　l　』　－　1』　　　　「T　　3　　 …　．i，う　　 1　　玉，）　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　1　　　　　　　　i　　　　　　　l　　　　　　　　　　　．　　　　1』1 @ 』　　　 ir『しti（｝1　 1　｛　 1　F　 3　 15．
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　上表によれば第4齢より陶及び黄に分かれることは先の場合と同様で友，るが，分離ほ白：黄が1江

とはならないし，又第5齢に於ても白，黄，膏及び緑の各色を分離するが，表の如く，由：着色が1：1

と1よならない。即樗蚕に由来した緑体性は単一な因一予の作用によるものでばなく，可也り複雑なもの

と思われる⊇（Table　8。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　溝　　　　　　　繋

　上述のようにP．C．R。×P．C。P．の子孫は休色について特異且つ複雑な遽伝現象を示した。此の問

題に関しては濾伝学的分析に於て，鍵験1：　F備の点もあるから決燈的結論を下すことば嵐来ないが，

蝕には爽験の範開において結果に対する塘察を加え予報としたo

　P・C・R・×P・C・P・の雑彌F2に於ては前速の如く白，黄，蕾，緑の4色を分離する（Table　2）が，

之によればその申

　（a）白×白の揚合にあつては，（t）白のみを生ずる揚合，＠　白と黄との個体を召三ずる揚合，の

2種があり（Table　3．），後者では白が黄色に対して優1強の如く見えるが，黄×黄の揚合には例外な

く常に黄と白とを分離しているから（Table　4．），此揚含は型面色が白色に対して優性と鷺えられる。

以上の関係から見ると，蜘こ探られた白色の材料蚕1よ喪型的にはr司一であつても因子型において異な

るものであることは容易に推定することが1覇来る。此のような例は，豚，難及び蚕に於て見られる所

であつて・塚蚕に於ては既に外山bl及び外山，森2）は此現象を議と明するに，優ll毅三白繭にはY（黄」重L性）

に対するS（抑圧性）凶子の獅在を仮飽して明快に｝瀦明された。著瀞も以上の契験結果に基づいて

ma　x白の交配に於て黄色を分離する白色は，嚢14く性（Y）を蒋し，且つYな抑圧する図子Sを含むた

めに白色（衷型）を呈するものと仮定し，従つごSに対するs即非抑圧囚子を脅むYのみが黄色を贔

するものと塘えて此の関係を解訳しえた。

　（b）“上辿の如く膏×胃からは常に例外なく白と青とを生じ，他の色を生じないこと（Table　5．）

から青体性は黄1イく性とは金く独立の遭伝子の支配にあるものであること，叉青ほ常にheteroの型に

おいて存在するものと推定される。由下及び嘱田霞）はヒマ蚕飼育中ユ頭の「脊蚕」なるものを発見し，

その遺伝懸を研究したが・著者の場合の脊蚕と同一種のものか否かはわカ・らない。即髄のh。m。

がえられないこと・青が離対立し優性であること及育色肝は蜘巳附と連肌ている等は似てい

るが・第4齢か鵬緑色であるということ，嬬×青，青×白から膏のみを生じたという点に於て異

るものがあるo

　（c）緑×緑の揚合に於ては常に白，黄，膏及び緑の4色を生ずること（Table　6）は，恰もP．　C．

R．のF2の分離と同様である（Table　2）が一面，梅×黄から最もi多くの緑を孟kずる現憩が見られ

（Table　7）之等の壌実から見て少なくとも緑色性ば黄と青の共存に於て発現するものと聴えられる。

黄色抑圧因子は葡親たるRC．R．3乙はP．C．P．の何れからF1に導入されたか，膏や黄の110moの個

休鱒轍作られなかつたカ・・之は存勧可能性があるか何うか，叉実験的略色の組合せから糎歴と

同様な個体を作りうるかどうか等ぽ今後に残された璽要にして興味ある聞題であると塘える。

　更に近年吉川励1よ毘虫の着色現象を生化単的遽伝としているが，本研究に於ても樗蟄の皮膚色索

がヒマ蚕との交維により，種々の遺伝的分離を起さしめられた慕英からも真皮細胞内の色素の生成に

関し種々の示唆を興えられているように考えられるo

　　　，　．　　’　　　　　　　摘　　　　　　　要
劇イ砲のヒマ蚕・1’hil・・anzia　cynth／it’t　7・ic［ni　B・・SD．（♀）と葉緑色の樗蚕1・hilo，sa？nia　cyn〃hia

pryeri　BUTLER（のの雑種を作り，各世代の体色につき遺伝学的観察を行い，父体色の構成につき

考察を行つた。
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　1）．白色及び遮緑色の岡種の交雑によるFzの体色は樗蚤に酷似し泥色調な示した。

　2）．F，）では第5齢期に於て蘭，黄，膏及び緑の4種の休色の個休が分｝雛した。然し樗熱こ相蝸する

葉緑色個休は金く見られなかつたo　　　　　　　　　齢

　3）・F2に生じた白色個体（分離白）の中には，純粋に繁殖するものと，恥に於て白と黄に分1舞1【1す

るものとがあつた。

　4）・F，及びFaの黄蚕から鳳常に自と1改との鮎種の個休を分離した。此場合黄色個三は白色’鳳iに滑立

し優性である。然し黄蚕のhomoはえられなかつた。

　5∴F2及びFaの膏i醍からは常に禽i蚕と白獲との2種を分離した。此賜含轡は白に対し｛憂「膝“C友、ゐo

然し轡蚕のhomoはえられなかつた。

　6）．Fu及びE；に生じた緑蚕からは常に肉，費，膏及緑色の各個休が二kじた。

　7）．F1×P．　C．　R．及P．　C．　R×F1の弼BEtck　crossからは白と葉緑色とカ；1：↓1磯』ずることノ6：く

肉，黄，膏及び緑のく1，色を1：β（白3着色）の割含1こ生じた。

　8）。黄と膏との組合せからは，F．，に分離した緑と同様な1照胴ミをその一一一ensに生じた。このことから緑

色性は少くとも夫々独立屡1子である黄及び育との共存1こより生ずるものの様で，単一陸1子の震配によ

るもので無いことは確かのようである0

　9）．白色性と黄色憾の遽伝関凶歌単に優劣性の原理では論明繊来ないが，優憐肉には黄色性な抑震

する因子が存在するであろうと仮定すれば解釈が禺来る。

　10）樗蚕の緑色性は，一一般昆虫の幼虫に於てもそうであろうが・一膏〔鰯生，黄色難及びその他

の共同作用によつて発現するものではないかと推黛される。
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F2．　4　K二inds　of　body　co！ouご　in　F”　　　　　　　　　　　　　　　　　　試

FB・　Segregation　of　the　body　colour　in　F｛B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　The　inheritance　and‡he　constitutions　were　investigated　on　the　boby　colour　of　tho　larvae

・fth・hyb・id・？h？ll・蜘ぜ・曜1加・励・・i・B・IsD．♀×！ヲ・伽轍脚‘ん吻・WεBuTL。R　s．

　　（1）AII　the　worms　of　the　first　filia正hybrid　between　white（P．　C．　R．’i　and　leaf・green　worms

（P。C．　P．）had　leaf．green　colour．

　　（2）　In　the　second　generatioR　the　body　colour　in．the　fifth　instar　segrega’1：Qd霧o几etica正1y　illtO

four　ki難ds－white（瓢），　yOllow（58、，　blue（62）and　green（pale）（67）．

　　（3）In　the　third　generation，（a）One　group　of　tho　worms　produced　by　tbe　matin黛of　the

white　worms　had　all　white　colour　and　the　other　g．roup　of　the　wormヨprodしtced　by　th（｝salue

mating　had　both　white　indi＞iduals　and　yellow　irldividuals．（b）The　worms　produced　by　the

mating　of　the　yellow　worms　pro＞od　to　be　two　kinds・－yellow　worms　and　white　worms．（c）

The　worms　proclucecl　by　the　mating　of　the　blue　worms　tし1r艶d　out　to　ba　t冊1｛i’nds　－

blue　worms　and　white　worms．（d）The　worms　produced　by　the！鳳atin黛of　the　green　worms

showed　themse1▽es　to　be　white，　yello～v，　blue　an［1　g．re：n．n、　jLlst　as　the　case　w比h　1：he　sec）nd

generation．

㈲1・th・・a・・。fth・b・・kc…si・9・fF・×P・cR・・dP・αR．×F。　i．。，エ・・f・9・e…F、）

×whit・and　whit・×leaf・9・ee・（F・）・all　kinds。f　th。　c・1・…din・livi・1・als・wg・t・e　pr。ct・Lt。。d

aぬdthe　segregation　ratio　of　the　white　to　col◎ured　indivlduals　was　nbt　1ほbut　nearly　1：6，

（5）By　the…ssi・g。f　th・F・・w・・m・・f． 凵E11・w　cQ1…with　tha　Fs．w・・m・・f　b1・・c。1。u。，

green　ones，　blue　ones，　white　ones　and　yo正10w　ones　were　produced　in　the　third　generation，

Th・g…n・。1…i・thi・g・…ati…e・m・t・b・th・・am・with　th・亡・f　the・・c・nd卿，rati。。。

F・・mth・・e　facts　th・auth・・may　9・n・rally　c・nsid・・that　th・g・・en．c。1…ing　cha，acter。f

the噛w・・m・孤ay　b・p・・d…dbyth・c・mb漁ti…fth・y・II・w・・d　th・b1・e　c。1・u，i。g・9。。。、．

　　（6）As　regard　to　the　relation　between　the　white　and　the　yellow－colourin璽character

m・nti…di・⑧（・）・・d（b）the　a・th・・c・・1d・・t・xpl・i・the・・ph・n・m・n・by　th・。，di。。，y

・kpl・・ati。・・f”th・p・i・Cipl・・f　d。mi・a・t・・d・e・e・si・・”7　，　b・t　1・t・・1・e　c・uld・l　p正・i・them

by　ass・1ni・9・pre・・n・e。f　y・11・w　i・hibit・・（ac・mp・・互・d　with・the　y・11。W・・1。。，i。g　9。。。）

which　was　hypothesized　by　K・TQYAMA（19工2）in　the　studies　of　the　domina獄t　white　character

in　a　silkworm　cocoon．

　　　（7）F・・mth…ph・n…n・it　m・y　be　cQ・・id…dthat・。t・nly　i・th・1’i・il・s…i。。拠〃Litl

，pryeri　・but・1・・三・・1・n。・t・11・f　th・i・…t1・・＞a・th・g…n・h・・a・t・・ca・・。t　b・p・・d・、。d　by

the　single　green・colouring　ge鳳e　but　by　the　c〔）mbination　of　the　yellow・，　the　blue　and　s〔）me

other　gene等　　．．β

　　（Laboratory　of　Si工kworm－eg霧Science，　The　Facu正ty「of　Textile

’　　　and　SericultureJ　Shinshu　Uni▽ersity，　Ueda；Japan．）
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